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1．データとは何か？なぜ学ぶ必要があるのか？
①物事の推論の基礎となる事実。また、参考となる資料・情報
②コンピューターで、プログラムを使った処理の対象となる記号化・数字化された資料
→結果の集合→分かることは、現状・未来の予想

③データの種類
測定値：体温，体重，消費カロリー，人流 メディアデータ：画像(次スライド)，動画像（ビデオ），音声
ラベルデータ：患者の病名，地点名・駅名，生物
ネットワーク(関係データ)：空手クラブメンバーの仲良し関係

④メディアデータの代表例
⑤データの種類～別の角度から：前後関係のあるデータ＝「系列データ」
時々刻々と得られる系列データ（時系列データ：動画像＝静止画像の時系列，行動，歩行，ゲーム操作，心拍数変化，
呼気量変化，PM2.5濃度変化，気温変化，人口推移）

時間とは関係のない系列データ：文字列（文章），DNA系列
⑥データの一般的な4分類表
⑦別の角度からの分類：

構造化データ：表形式のデータ 例: 「全県の毎月の平均降水量」の表
非構造化データ：文章，画像，音がその代表例，「表形式」にはならないので「非構造化データ」と呼ばれる

2．「サイエンスする」とは？(田中挿入）
①サイエンス(science）とは：数学・化学式などで表す→「絶対に〇〇となる」と言える（自然科学系の研究）
②人文社会科学系の研究：「絶対に〇〇となる」と言えない→「〇〇となると考えられる」

→そのためエビデンス(証拠)としてデータによる分析が重要（研究の論理的展開も重要）
→人の心理を数値化し、統計的分析も可能

③アンケート調査の数値化
「とてもそう思う：5 そう思う：4 どちらでもない：3 あまりそう思わない：2 そう思わない：1」

④なぜ「今」データ分析なのか？3つの大きな理由
学術的・社会的要請：根拠は「主観」ではなく「客観的な数値」で表現される
データからの要請：データが大規模・複雑・多様に
データ分析技術の進展：以前はできなかった分析が可能

計算機の能力が向上，機械学習(深層学習）の進歩，オープンソース化
3．データ分析の基本：
①予測：未来を予測する
②発見（傾向や関連）：これまでに気づかなかった傾向や関連などを発見
③分類・グルーピング：様々なデータを種類ごとに区別，たくさんのデータを「似たデータ」ごとにまとめる
④予測モデル：モデルによって予測結果は異なる(精度が違う)
⑤発見（傾向や関連）
大規模なデータの中に潜む傾向を見つける方法
「発見」のための代表的手法：相関(correlation) 分析・頻出パターン発見(frequent pattern discovery)
頻出パターン発見：バスケット解析

⑥データサイエンスの使い方(田中挿入）
課題の発見→傾向・分類などから原因を明らかにする
課題の解決→解決のための予想をおこなう

⑦相関分析：身長Aと体重Bのように，「Aが増えればBも増える」というような傾向があるとき，「AとBは相関する」
「正の相関・負の相関・無相関」がある，擬似相関には気を付ける，「相関と因果関係は違う」

因果関係：「こういう原因だから，こういう結果になった」：AとBに相関関係があってもAとBのどちらが原因・結果
かは不明

因果推論：「ある原因がある結果を引き起こしているのかどうか」を明らかにする
効果検証：「意図的に与えた原因」の結果への影響（効果）を明らかにする
例：「サプリを飲んだら」（意図的に与えた原因）→ 「体重が減った」（結果）

効果検証の方法：原因の有無を積極的に作る方法 → ランダム化比較試験とA/Bテスト
勝手にできた「原因の有無」を利用する方法 → 自然実験

⑧分類・グルーピング：データをいくつかのグループにわけること
クラスタリング：グループがあらかじめ決まっていない場合：
似たデータが同じグループになるようにすることで，自動的にグループを構成
クラスタ(cluster): 「似たデータのかたまり」＝「グループ」と同じ意味

⑨画像認識：顔認識プロセス



4．データサイエンスへのAI応用(田中挿入）
課題の発見→傾向・分類などから原因を明らかにする 人が扱えないビッグデータをAIが処理する
課題の解決→解決のための予想をおこなう

①帝国データバンク（資料）
②AIとビッグデータ：AI（artificial intelligence）によるビッグデータの分析→ディープラーニング（深層学習）

囲碁 2017年 柯 潔 vs アルファ碁：アルファ碁同士で100万回以上の対戦
③ディープラーニング事例： 2大 予備校合否判定

A:本人の模擬試験の結果，B:本人の共通テストの結果，C:全国の受験生の共通テストの平均点 →重回帰分析
Ax○％＋Bx○％＋Cx○％＝合格率

④バックプロパゲーション（誤差逆伝搬法）対象ネットワークの誤差の局所解(区間を限定したときの極小値)を探し出す
→答えをもとに、不明の解を求める Ｙ＝ a X＋ｂＺ+ c W→Yの値が分かっていればａ・ｂ・ｃの値を推測する
⑤AIによる画像認識を応用：ディープラーニング(深層学習）→教師あり学習

事前に、人が、画像に〇×やA・B・Cなどを入力→この画像をもとにAIが画像認識力を高める
イチゴの写真をAIが分析，癌の写真をAIが分析，AIが医師の成績を上回る

⑥AIとゲノム：日本AMED（国立研究開発法人 日本医療研究開発機構）臨床ゲノム情報統合データベース
難病、がん、感染症、神経疾患、等々の分野，各専門医療機関がゲノムの提供を呼びかけ、蓄積

⑦Googleのデータサイエンス・AI
⑧がんゲノム医療：がんの組織→多数の遺伝子を同時に調べる（がん遺伝子パネル検査）
遺伝子変異を明らかにすることにより、一人一人の体質や病状に合わせて治療などを行う医療

⑨ゲノム情報分析(シークエンス・データ)
⑩地域医療ネットワーク
⑪遺伝子と医療 アンジェリーナ・ジョリー：2013年5月、がん予防のために乳腺除去の手術
⑫脳直結デバイス→イーロン・マスク→手術をAI・ロボットアームで実施
⑬言語認識モデル：Google Cloud Vision API
5．メタバース・Web3.0

Web1.0では、基本的にデータを読む，Web2.0では、データを読むことと、書くこと（交流）
Web3.0では、データを読むこと・書くこと所有することが可能→メタバース：仮想空間

①ブロックチェーン技術：暗号化した情報が次々に連鎖する，それぞれの取引履歴が順番にブロックに格納，１つのブ
ロックだけを改ざんできたとしても過去の取引履歴と矛盾してしまうので、全てのブロックを改ざんしなければ、
改ざんが成立しない

②期待できる効果：プライバシーの保護・改ざんできない証明書
暗号資産(仮想通貨)：国や企業に規制されなくなる・簡単に金銭を取引できる

③NFT（Non-Fungible Token）非代替性トークン：デジタルデータ（画像など）に対して→NFTの処理
ブロックチェーン技術により偽造不可能な唯一無二のデータへと変換することが可能

④DeFi（分散型金融）：→Decentralized finance 国や通貨に縛られずに自由に取引可能
6．データ処理（統計学的手法）

実験・観察・アンケート調査で得たデータ→どのような方法で分析することで目的を果たすことができるのか？
①分析方法

平均値±SD（標準偏差）：平均値から±1SDの値に約70％が存在する・平均値から±2SDの値に約95％が存在する
ｔ検定：少ないサンプルで大きな母集団の分散を算出
カイ2乗検定：2つ以上の分類基準を持つクロス集計表において、分類基準間に関連があるかどうかを検定
相関分析：相関関係の強さ→GDPと大学進学率→気温と収穫量→交通量と事故発生率
回帰分析：ｙ＝ ax ＋ｂ トマトの成長＝a（水の量の変化）＋共通する水の量
→目的変数を説明する「回帰係数」を考察する→回帰係数から、目的変数を予想する

重回帰分析：ｙ＝ax＋ｂz＋ｃｗ･･･ トマトの成長＝a（水の量の変化）＋〇〇の変化＋〇〇の変化＋・・・
→目的変数を説明する「回帰係数」を考察する→回帰係数から、目的変数を予想する

因子分析：複数の変数間の関係性を探る・各変数の因子負荷量
②アンケート調査の基本(高校生の実施)

アンケート項目の精選→アンケート実施後の分析まで考慮する
→尺度の有効性：可能であれば似た事例の先行研究から

倫理審査：大学ではアンケート回答者の心理的負担などについて事前に倫理審査委員会で、内容の審査を実施

まとめ
・文系・理系問わず、データ処理能力は必須：統計学・情報処理関係に関する学習の必要性が高まる
・PC・AIの応用でビッグデータを扱える：目的を持って、PC・AIを応用する力


